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１. 概要 

本仕様書は、札幌市交通局の建物に設置されている昇降機の機能保全を図るため、点検

整備を行うものである。業務の実施にあたっては本仕様書による他、労働基準法、労働安

全衛生法、建築基準法等の関係法令の他、下記の規定等に準拠し行うものとする。 

・ 電気事業法 

・ 消防法 

・ 札幌市鉄道事業安全管理規程 

・ 昇降機の検査標準（ JIS A-4302 ） 

・ 日本エレベーター協会標準（ JEAS ）集 

その他の関係規定、要領、通達集を遵守のこと。 

 

（1） 札幌市鉄道事業安全管理規程の遵守及び運輸安全管理の徹底 

ア 受託者は安全第一の意識を持って、札幌市鉄道事業安全管理規程で定める事項を

遵守するとともに、輸送の安全を確保するために社内体制を整備し、業務従事者

にはこれを徹底すること。 

イ 受託者は、委託者の輸送事業に係る安全管理体制に積極的に協力をするとともに、

輸送の安全を確保するため、委託者との密接な連携を図ること。 

（2） 法令遵守（コンプライアンス）の徹底 

受託業務の実施にあたっては、法令違反または不適切行為を防止するため、法令及

び作業ルール等の遵守を徹底すること。 

（3） 札幌市環境マネジメントシステムの運用への協力 

ア 受託者は、作業に従事する者へ本市の「環境方針」（別紙）を周知し、本市の環境

配慮に対する取り組みについて理解させること。 

イ 受託者は、本市環境マネジメントシステムに合致する形で業務を遂行すること。 

 

２. 履行期間 

令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで 

 

３. 保守対象施設 

東車両基地エレベーター（貨物用、三菱電機製) 

 

４. 保守対象設備 

ロープ式交流貨物用（5,000 kg）、詳細については機器表（別添１）を参照すること。 

 

 

 



 

５. 業務内容 

（1） 昇降機点検仕様書（別添２）に定める定期点検。 

（2） 故障及び修理のうち、定期点検予備消耗品の交換作業に関係する保守作業。 

（3） 整備作業として本仕様書にて示す部品交換及び調整作業。但し、これに係わる作業費、

部品費は受託者の負担とする。 

（4） 上記の作業に要する消耗品は受託者の負担とする。 

 

６. 業務の実施 

17:00 から 22:00 までの委託者が指定する時間に点検作業を行うこと。修理、整備等

の作業については、委託者が執務に支障があると判断した場合には、委託者が別に指定

する時間とする。なお、緊急時に対応できる体制を整えておくこと。（24時間体制とし、

緊急呼び出し後、概ね 30分以内に現場に到着すること。） 

 

７. 保守要員の資格等 

（1） 作業責任者は、昇降機検査資格者であること。 

（2） 保守要員は、昇降機検査資格者又は３年以上の実務経験を有する者を配置すること。   

但し、補助員に関して、委託者の承諾を得た場合はこの限りではない。 

（3） 保守要員は、直接雇用契約関係にあるものでなければならない。また、出向社員及び

契約社員の場合は、出向社員にあっては出向契約書の写し、契約社員にあっては雇用

契約書の写しを提出し、委託者の承諾を得ること。この場合、契約期限が当該履行期

間の終了前にある場合は認めない。さらに、出向社員及び契約社員は業務責任者とし

ては認めず、両者の人数は当該保守要員の概ね半数までとする。但し、高年齢者雇用

安定法による雇用等により、従前から継続して雇用される出向社員及び契約社員は出

向契約書及び雇用契約書の期限を問わないものとする。なお、特殊作業における場合

等、委託者の承諾を得た場合はこの限りでない。 

（4） 受託者は、保守要員の技術向上と対象設備の把握のための社内、社外教育に務めるこ

と。 

（5） 受託者は、保守要員の安全衛生教育に充分配慮し、業務の処理に支障をおよぼさぬこ

と。 

（6） 受託者は、保守要員に対し社員であることの名札の着用、腕章の義務づけ、作業に合

った服装を整えること。 

 

８. 保守用機器の管理及び補修用材料 

本業務に必要な計器、個人貸与工具、保守用材料は常に整えておくこと。 

（1） 消耗品類（別添３：消耗品リスト）は、すべて受託者の負担とする。 

（2） 整備作業において使用する資材は、すべて受託者の負担とする。 



 

（3） 設備の機能、維持管理上必要と認めた場合、委託者と協議すること。 

（4） 委託者の財産の整理 

ア 対象施設に配置している財産の使用は、委託者所定の書式により許可を得た後使

用すること。 

イ 委託者財産の破損等の場合、直ちに報告し受託者の負担で修理復旧すること。 

 

９. 提出書類 

（1） 契約時の提出書類 

業務着手届として以下の書類を一部提出すること。 

ア 業務主任等指定通知書 

イ 保守管理体制表（会社組織系統） 

ウ 安全衛生管理体制表 

エ 保守要員名簿 

住所、氏名、年令、資格免許証の写し、保険証の写し等直接雇用関係を証明でき

るものを添付すること。 

なお、出向社員の場合は出向契約書の写し、契約社員の場合は雇用契約書の写し

等を添付すること。この場合、雇用関係以外の欄の削除は可能とする。 

オ 年間作業工程表 

（2） 業務整備記録等の提出 

ア 月間の作業工程表 

前月の 20日まで。但し、4月分については着手時とする。（受託者による自主点

検及び計画作業も記入すること。） 

イ 点検整備報告書 

後月の 5日まで。但し、3月分については履行期間内とする。（受託者による自

主点検及び計画作業も報告すること。） 

ウ 業務完了届（毎月） 

エ 事故報告書（都度） 

オ 機器整備台帳の作成 

各機器の改修履歴等の台帳を作成し、履行期間満了時に提出すること。 

 

契約時の提出書類、報告書の様式の変更がある場合は、その都度担当者と協議のう

え決定する。上記の提出日にあたる日が委託者の休日の場合は、翌委託者の勤務のあ

る日を提出日とする。（但し、年度末提出書類については除く。） 

 

 

 



 

１０. 点検及び保守内容 

ＰＯＧ契約とし、別添昇降機点検仕様書によるが、記載されていない部分については、

建築保全業務共通仕様書による。 

（1） 点検及び保守 

定期的に点検項目により点検を行い運転状態並びに、据付状態の異常の有無確認を目

的とし、不具合を発見した場合は直ちに修理を行うものとする。 

ア 点検作業は、点検項目を基本として行うものとする。 

イ 点検整備報告書は、点検表を添付し提出すること。また、保守作業取りまとめ表

（別添４）を作成し、作業内容を明確に報告すること。 

ウ 毎月の点検時に、各乗場面とかご床面の段差が±5 mm以内となるように調整し、

結果を報告すること。 

エ 年１回、積載荷重試験（積載荷重 100 %）を行い、積載時の各乗場面とかご床面

の段差が±30 mm以下となるように確認調整し、結果を報告すること。荷重試験

に必要な錘の用意はすべて受託者負担とする。 

オ 昇降機分電盤が設置されているものについては、ブレーカーの２次側から保守・

点検の範囲とする。（分電盤、ブレーカーは保守対象に含まない。） 

（2） 定期検査 

年１回、月間の保守点検時に昇降機検査資格者による検査を行う。（建築基準法によ

る検査と同等以上とする。但し、保守点検項目は除く。） 

ア 検査作業は、定期検査点検基準の項目に基づいて行うものとする。 

イ 検査結果は、検査を実施した月の点検整備報告書に検査項目を追加して提出する

こと。 

（3） 整備作業 

以下の項目については、本契約内にて交換及び調整を行うこと。また、作業を行う月

の工程表にて作業日時及び内容を連絡すること。 

ア エレベーターオイル No.53（4L缶）  5個 

イ エレベーターオイル No.91（4L缶）  4個 

ウ シールバッテリー 16-17Ah      4個 

（4） その他 

定期検査及び部品の交換を行った場合には、作業の状態が確認できる写真を翌月の点

検整備報告書と併せて提出すること。また、不具合箇所が発見された場合にも状況が

把握できる写真を提出すること。 

整備作業を含む交換部品はすべてメーカー指定の純正部品を使用すること。ただし、

委託者が事前に認めた場合についてはこの限りではない。 

点検、定期検査等で不具合を発見し部品交換を行った昇降機は、年に１度、号機ごと

に交換部品リストを作成し委託者へ提出すること。又、必要に応じて作業写真等も添



 

付すること。 

 

１１. 昇降機検査等 

関係官庁、その他法令に基づく検査申請手続きについては、業務に支障のないよう遅 

滞なく行うこと。ただし、申請手続き等に必要な経費は受託者負担とするが、検査手数

料は委託者負担とする。 

 

１２. その他特記事項 

（1） 事故及び故障時の取扱いについて、直接駅務員の連絡により出動し処置をすること。

原因及び処置については委託者に報告すること。 

（2） 本仕様書に明記されていない事項については委託者と協議すること。 

（3） 仕様書について不明な点等は契約前に書類等で確認の上遺漏のないよう業務を遂行

すること。 

（4） 業務の遂行に於いては、点検者の健康に留意し必ず複数の人数で点検すること。 

（5） 委託者が本エレベーターの維持管理及び建物の維持保全計画又は長期修繕計画にお

いてエレベーターに関する事項を盛り込み、またはその事項の見直しを行う場合に助

言を求めた際、受託者の立場から適切な技術的助言を行うこと。 

（6） 冬季の点検等の作業においては、屋上機械室への経路の除雪を行うこと。 

 

１３. 異常時等の報告 

（1） 委託業務の従事中において、地下鉄駅及び関係施設内で、通常とは異なる事象（損傷、

異音、発熱、臭いなど）及び不審者、不審物に気付いた場合には、速やかに委託者に

報告すること。 

（2） 保守業務の作業中に、保守している設備等が、通常とは異なる事実に気付いた場合に

は、委託者に積極的な報告を行うこと。 

（3） 本エレベーターに事故や重大な不具合が発生した場合において、迅速かつ有効な再発

防止対策につなげるという公益性の観点から委託者が国等の関係部署に報告する上

で、委託者の求めに応じて報告書の作成に協力するなど保守点検業者の立場から委託

者に対して必要な協力を行うこと。 

 

１４. 業務内容等の公表について 

本業務の内容等については、委託者の判断により報道機関、関係官庁等に公表すること 

がある。また、委託者より本業務の内容等について調査等が必要になった場合は積極的に

協力すること。 

 

１５. 書類の貸与等 



 

（1） 委託者は、受託者の求めに応じて、本エレベーターに関する次の各号に掲げる書類を

受託者に貸与し、又は閲覧させるものとする。 

ア 検査関係図書 

イ 受託者以外の者が行った、本エレベーターの保守・点検、不具合、事故及び災害

に関する過去の作業報告書 

ウ 法定検査等に関する過去の報告書 

エ 欠陥等について製造業者が講じた措置に関する報告書（該当事案がある場合に限

る。）  

オ その他適切に保守・点検の業務を行うために必要な書類（製造業者が作成した保

守・点検に関する書類がある場合はそれを含む。） 

（2） 受託者は、前項の書類の貸与を受けた場合において、本契約が終了したとき、別紙仕

様書の変更等により不用となったとき又は委託者から請求されたときは、当該書類を

速やかに委託者に返却しなければならない。 

（3） 委託者は、本契約締結後に新たに安全な運行に係る技術情報を得た場合は、速やかに

受託者に提供するものとする。この場合、委託者及び受託者は、必要に応じてその対

応について協議を行うものとする。 

 

１６. 支払いについて 

（1） 支払いは、年 12回、毎月の均等払いとする。 

（2） 支払いは、点検整備報告書の提出を受けて行う委託者検査後とする。 

（3） １円未満の端数が生じた場合は、その初回（１回）に支払うこととする。 

（4） 更新工事に伴う契約変更は実施工程が決まり次第、随時行うものとする。 

（5） 性能検査手数料実費については、検査実施後に請求すること。 



2 基 本 的 方 向

札幌市環境局

　札幌市役所は、地球環境への負荷を継続的に低減するため、エネルギー使用量及び温室効果ガス排出量
の削減など、環境配慮取組の推進に努めてきました。　

　近年、気象災害をはじめとした気候変動の影響が深刻化する中、脱炭素社会の構築に向けて、気候変動
対策は大きな転換期を迎えています。　

　札幌市においても、地球の平均気温の上昇を1.5℃に抑える努力を追求するというパリ協定の目的を踏ま
えて、2050年の目標に「温室効果ガス排出量を実質ゼロにする（ゼロカーボン）」を設定するとともに、
2030年についても高い目標を掲げて温室効果ガスの排出量の削減に取り組んでいくこととしました。　

　札幌市役所は、市域の温室効果ガスの約６%を排出する市内最大級の事業者であり、自ら排出量の削減に
率先して取り組む姿を市民・事業者へ示していくことが必要です。　

　そのため、徹底した省エネルギー対策を進め、そのうえでどうしても必要なエネルギーは再生可能エネル
ギーへと転換していくことを基本的な方向として、環境マネジメントシステムによる継続的改善を図り、札幌
市役所の事務事業に伴うエネルギー使用量及び温室効果ガス排出量を着実に削減していきます。　

　また、国連「持続可能な開発目標（SDGs）」の視点を踏まえ、環境配慮取組を推進することで、温室効果
ガス排出量の削減のみにとどまらず、経済、社会分野の統合的解決を目指すとともに、市民・事業者・行政
が協働し、一体となって脱炭素社会に向けて取り組むことで、「心豊かにいつまでも安心して暮らせるゼロ
カーボン都市『環境首都・SAPP‿RO』」の実現を目指してまいります。

　全ての部局は、所管する事務事業について、環境に関する法令を遵守することはもとより、SDGsの視点も
踏まえながら環境配慮取組を推進し、脱炭素社会の実現に向けて、以下の項目に重点的に取り組みます。

　この環境方針による環境活動の成果は、市民に公表するとともに、市民からの意見を市政運営に反映させて
いきます。

令和３年4月1日

環 境 方 針

１　徹底した省エネルギー対策を進めます。
２　再生可能エネルギーの導入を拡大します。
３　移動における脱炭素化を進めます。
４　廃棄物の発生・排出を抑制し、省資源・資源循環を推進します。
５　環境負荷の少ない製品やサービスを利用します。
６　事務事業のみならず、公共工事・委託業務における環境負荷を低減します。
７　環境問題に関する啓発・教育活動を推進します。

1 基 本 理 念



別添１

停止
階数

通過
階数

非常用
身障
者用

遠隔点
検機能 積載量

普通群
管理

地  震
管  制

火  災
管  制

自家発
管  制

停電自
動着床

ｵｰﾄｱﾅｳﾝ
ｽ装置

故障自
動通報

戸開走行
保護装置

追加点
検回数

東車両基地                   30m/min 交流荷物 3 0 × × × 5,000㎏ × 普通(P) ○ × ○ × × × 0

機　器　表

装        置        名 分 類



別添２ 

 

昇降機点検仕様書 

第一節 一般事項 

1. 適用  

本仕様書は、札幌市交通局の昇降機設備保守業務に適用する。 

2. 目的  

本業務は、昇降機設備について専門的見地から、点検又は測定等により劣化及び不具合の

状況を把握し、保守等の措置を適切に講ずることにより、所定の機能を維持し、事故・故障

等の未然の防止に資することを目的とする。 

3. 用語の定義 

本仕様書において用いる用語の定義は、次のとおりとする。 

・ 「性能点検」とは、労働安全衛生法第 41 条第２項に定める性能検査及び人事院規則

10－４第32条第１項に定める性能検査に該当するものをいう。 

・ 「フルメンテナンス（ＦＭ）契約」とは、定期的な点検・保守に加え、機器の摩耗・

劣化を予測し、昇降機を常に最良の状態に維持するために経年劣化した部品の取替えや

修理等の予防的な保全をあわせて行う契約方式をいう。 

・ 「ＰＯＧ契約」とは Parts・Oil・Greaseの略で、定期的な機器・装置の点検を行い、

必要に応じて消耗部品の交換と調整・給油・清掃を行う契約方式をいう。なお機器の寿

命・機能低下に対する工事は対象外となる。 

・ 「リレー制御」とは、エレベーターの運行制御に階床選択機を用いているものをいう。 

・ 「マイコン制御」とは、エレベーターの運行制御等にマイクロコンピューターを使用

しているものをいう。 

・ 「精密調査」とは、ある部位の一部又は全部に劣化現象がある場合に、当該部位につ

いて行うべき修理若しくは部品交換又は更新の判断が、通常の点検によっては困難であ

るため、さらに詳細に行う必要のある調査又は診断をいう。 

・ 「不具合原因調査」とは、ある部位の一部又は全部に劣化現象または不具合を生じた

場合について、委託者の指示により、その原因について当該部位をメーカー等の品質保

証部門にて調査を行い、委託者に再発防止等の措置の報告を行うことをいう。 

第二節 エレベーター 

1. 適用 

「建築基準法」並びにこれに基づく地方条例、「昇降機の維持及び運行の管理に関する指

針（平成５年６月30日住防発第 17号)｣､「人事院規則 10－４」並びにＪＩＳ4302（昇降機

検査標準）に定めるところに準じる。 

建築基準法第 12条４項、労働安全衛生法及びクレーン等安全規則に基づく点検が必要な

場合は、当該法令の定めるところによる。また、性能検査に立ち会うものとし、検査の申請

料の負担は、検査の合格後、委託者に請求するものとする。 

2. 修理、取替え、交換等 

修理、取替え、交換等の範囲は、次のとおりとする。 

・ 修理、取替え及び交換等の範囲は、エレベーターを通常使用する場合に生ずる摩耗及

び損傷に限る。 

・ 委託者、使用者による不注意、不適切な使用及び管理等、受託者の責によらない事由



によって生じた修理又は取替えは含まない。ただし、軽易な修理、調整等については委

託者との協議による。 

3. 修理、取替え及び交換に該当する項目 

修理、取替え及び交換に該当する項目は表１による。 

ただし、保守契約の種別に係わらず、次の取替えは除く。 

・ フレームの取替え 

・ 制御盤キャビネットの取替え 

・ 意匠部品（かご、かご・乗場操作盤、表示器、かご床タイル、内装シート、かごの戸、

敷居、乗場戸、三方枠）の塗装、メッキ直し、取替え 

また、フルメンテナンス契約においては、次の取替えを含む。 

・ 巻上機の取替え 

・ 電動機の取替え 

・ 制御盤内機器の取替え 

・ 照明器具の取替え 

・ 意匠部品（かご、かご・乗場操作盤、表示器、かご床タイル、内装シート、かごの戸、

敷居、乗場戸、三方枠）の軽易な塗装（タッチアップ）、清掃 

以上の作業に伴う費用は、受託者が負担する。 

また、交換部品はメーカー純正部品、メーカー指定部品とする。 

受託者は、エレベーターの保守に必要な純正部品の十分なストックと、安定供給を行うも

のとする。 

業務の履行にあたり産業廃棄物が生じる場合は、処理方法等について委託者と別途協議す

ること。 

本仕様書に規定されていない事項については作業前に委託者と協議すること。 

 



表１ 修理・取替え及び交換等の範囲 

区
分 

修理の対象 

(装置名) 
修理又は取替え項目 

エレベーターの仕様 保守契約の種別 

ロープ式 油圧式 FM契約 POG契約 

機
械
室 

制御盤、受電盤 

バッテリー取替え ○ ○ ○  

リレー取替え ○ ○ ○  

コンデンサー類取替え ○ ○ ○  

電磁接触器接点（リード線含む）、

本体取替え 
○ ○ ○  

ヒューズ交換 ○ ○ ○ ○ 

半導体、プリント基板取替え ○ ○ ○  

インバータ、コンバータ取替え ○ ○ ○  

抵抗管取替え ○ ○ ○  

整流器取替え ○ ○ ○  

変圧器取替え ○ ○ ○  

定電圧電源装置取替え ○ ○ ○  

ＮＦブレーカ取替え ○ ○ ○  

電動機 

電動機巻線絶縁処理 ○ ○ ○  

各軸受ベアリング取替え ○ ○ ○  

エンコーダ取替え ○ ○ ○  

回転機カーボンブラシ交換 ○  ○  

軸受グリスアップ ○ ○ ○ ○ 

巻上機 

ギヤ歯当り調整 ○  ○  

ギヤ取替え ○  ○  

各軸受ベアリング取替え ○  ○  

綱車溝修正及び取替え ○  ○  

ギヤ油取替え ○  ○  

補充用ギヤ油 ○  ○ ○ 

オイルシール取替え ○  ○  

軸受グリスアップ ○  ○ ○ 



区
分 

修理の対象 

(装置名) 
修理又は取替え項目 

エレベーターの仕様 保守契約の種別 

ロープ式 油圧式 FM契約 POG契約 

機
械
室 

巻上機 防振ゴム取替え ○  ○  

階床選択機 

可動・固定接触子取替え ○  ○  

移動ケーブル取替え ○  ○  

歯車ユニット取替え ○  ○  

かご連結スチールテープ（チェー

ン）取替え 
○  ○  

マグネットコイル取替え ○  ○  

先行モーター取替え ○  ○  

電磁ブレーキ 

ブレーキシュー（ライニング）取替

え 
○  ○  

ブレーキ分解手入れ・オーバーホー

ル取替え 
○  ○  

マグネットコイル取替え ○  ○  

ブレーキプランジャー・コア・ガイ

ド取替え 
○  ○  

軸・軸受取替え ○  ○  

ブレーキスイッチ取替え ○  ○  

ブレーキアーム取替え ○  ○  

調速機 

軸受ベアリング取替え ○ ○ ○  

軸受グリスアップ ○ ○ ○ ○ 

調速機本体取替え ○ ○ ○  

スイッチ取替え ○ ○ ○  

油圧機器 

ポンプ修理  ○ ○  

バルブ取替え  ○ ○  

電磁コイル取替え  ○ ○  

ユニットＯリング取替え  ○ ○  

ストレーナ取替え  ○ ○  

パッキン取替え  ○ ○  



区
分 

修理の対象 

(装置名) 
修理又は取替え項目 

エレベーターの仕様 保守契約の種別 

ロープ式 油圧式 FM契約 POG契約 

機
械
室 

油圧機器 

高圧ゴムホース取替え  ○ ○  

作動油取替え  ○ ○  

補充用作動油  ○ ○ ○ 

作動油冷却装置取替え  ○ ○  

配管継ぎ手ラバーリング取替え  ○ ○  

駆動ベルト取替え  ○ ○  

か
ご 

外部への連絡装置 インターホンバッテリー取替え ○ ○ ○  

停電灯装置 
停電灯バッテリー取替え ○ ○ ○  

停電灯ランプ交換 ○ ○ ○ ○ 

操作盤 
操作盤スイッチ類取替え ○ ○ ○  

操作盤ランプ交換 ○ ○ ○ ○ 

階床表示 階床表示ランプ交換 ○ ○ ○ ○ 

かご戸 

ドアハンガー・ローラ取替え ○ ○ ○  

連結ロープ・チェーン取替え ○ ○ ○  

ドアレール取替え ○ ○ ○  

乗場戸との連結装置取替え ○ ○ ○  

ドアシュー取替え ○ ○ ○  

換気扇 換気ファンの取替え 〇 〇 〇  

戸閉め安全装置 

（セフティシュー） 

アーム（レバー）取替え ○ ○ ○  

ケーブル取替え ○ ○ ○  

スイッチ取替え ○ ○ ○  

マグネット取替え ○ ○ ○  

光電装置 
受光部・投光部取替え ○ ○ ○  

ユニット取替え ○ ○ ○  

照明 
照明器具取替え ○ ○ ○  

かご内照明ランプ交換 ○ ○ ○ ○ 



区
分 

修理の対象 

(装置名) 
修理又は取替え項目 

エレベーターの仕様 保守契約の種別 

ロープ式 油圧式 FM契約 POG契約 

か
ご 

かご枠 防振ゴム取替え ○ ○ ○  

はかり装置 
スイッチ取替え ○ ○ ○  

はかり装置取替え ○ ○ ○  

か
ご
上 

戸の開閉装置 

ドアモーター・整流子取替え ○ ○ ○  

軸受（ベアリング）取替え ○ ○ ○  

エンコーダ取替え ○ ○ ○  

駆動ベルト・チェーン取替え ○ ○ ○  

スイッチ取替え ○ ○ ○  

歯車ユニット取替え ○ ○ ○  

ギヤ油取替え ○ ○ ○  

補充用ギヤ油 ○ ○ ○ ○ 

かご上機器 

ガイドシュー・ローラ取替え ○ ○ ○  

位置検出・着床装置取替え ○ ○ ○  

かご上照明ランプ交換 ○ ○ ○ ○ 

給油器取替え ○ ○ ○  

給油器補充用油 ○ ○ ○ ○ 

つり合いおもり 

ガイドシュー・ローラ取替え ○  ○  

給油器取替え ○  ○  

給油器補充用油 ○  ○ ○ 

乗
場 

乗場の戸 

ハンガーローラ取替え ○ ○ ○  

ドアレール取替え ○ ○ ○  

連結ロープ・チェーン取替え ○ ○ ○  

ドアインターロックスイッチ取替

え 
○ ○ ○  

ドアクローザ取替え ○ ○ ○  

かご戸との連結装置取替え ○ ○ ○  



区
分 

修理の対象 

(装置名) 
修理又は取替え項目 

エレベーターの仕様 保守契約の種別 

ロープ式 油圧式 FM契約 POG契約 

乗
場 

乗場ボタン 
押しボタンスイッチ取替え ○ ○ ○  

押しボタンランプ交換 ○ ○ ○ ○ 

階床表示 階床表示ランプ交換 ○ ○ ○ ○ 

昇
降
路
・
ピ
ッ
ト 

かご・おもり吊り車 

かご吊り車ベアリング取替え ○ ○ ○  

おもり吊り車ベアリング取替え ○  ○  

綱車取替え ○ ○ ○  

軸受グリスアップ ○ ○ ○ ○ 

主ロープ 
主ロープ切り詰め ○ ○ ○  

主ロープ取替え ○ ○ ○  

調速器ロープ 
調速器ロープ切り詰め ○ ○ ○  

調速器ロープ取替え ○ ○ ○  

つりあいロープ、チ

ェーン 

つり合いロープ、チェーン切り詰め ○  ○  

つり合いロープ、チェーン取替え ○  ○  

非常止め装置ロー

プ 
非常止め装置ロープ取替え ○  ○  

移動ケーブル 移動ケーブル取替え ○ ○ ○  

昇降路・ピット内機

器 

エンコーダ取替え ○ ○ ○  

リミットスイッチ取替え ○ ○ ○  

調速器 

軸受ベアリング取替え ○ ○ ○  

軸受グリスアップ ○ ○ ○ ○ 

調速器本体取替え ○ ○ ○  

スイッチ取替え ○ ○ ○  

テンションプーリ

ー 

軸受テンションプーリーベアリン

グ取替え 
○ ○ ○  

軸受グリスアップ ○ ○ ○ ○ 

プランジャ・シリン

ダ 

グランド部ダストシール取替え  ○ ○  

グランド部パッキン取替え  ○ ○  



区
分 

修理の対象 

(装置名) 
修理又は取替え項目 

エレベーターの仕様 保守契約の種別 

ロープ式 油圧式 FM契約 POG契約 

昇
降
路
・
ピ
ッ
ト 

プランジャ・シリン

ダ 

プランジャプーリーベアリング取

替え 
 ○ ○  

軸受グリスアップ  ○ ○ ○ 

かご下機器 

かご下ガイドシュー・ローラ取替え ○ ○ ○  

かご下プーリーベアリング取替え ○ ○ ○  

軸受グリスアップ ○ ○ ○ ○ 

緩衝器 

油入り緩衝器取替え ○  ○  

油入り緩衝器油補充 ○  ○  

ピット点検用照明ランプ交換 ○ ○ ○ ○ 

戸開走行保護装置  〇 〇 〇 〇 

付
加
装
置
※ 

地震時 

管制運転装置 
感知器取替え ○ ○ ○  

停電時 

自動着床装置 

リレー取替え ○ ○ ○  

バッテリー取替え ○ ○ ○  

火災時 

管制運転装置 
リレー取替え ○ ○ ○  

自家発 

管制運転装置 
リレー取替え ○ ○ ○  

監視盤 表示ランプ交換 ○ ○ ○ ○ 

オートアナウンス

装置 

本体取替え ○ ○ ○  

バッテリー取替え ○ ○ ○  

ドアセンサー（光

電・マルチ含む） 
本体取替え ○ ○ ○  

キースイッチ 本体取替え ○ ○ ○  

※当該装置がある場合に限る。 



4. 故障時等の対応 

受託者は、24 時間出動体制を整え、故障や事故に対し、最善の手段で対処する。なお、

故障、災害等により、エレベーター内の閉じ込め又は機能停止が生じた場合は、委託者及び

委託者関係者からの連絡により、速やかに復旧措置を講じること。 

エレベーターに不具合が発生した場合には、原因を調査し、速やかに報告書を提出するこ

と。 

5. 点検共通事項 

エレベーターの点検項目及び点検内容は、「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 建築保

全業務共通仕様書及び同解説 平成３０年版」第７章 搬送設備 第２節 エレベーター７.

２.４点検共通事項による。 

また、該当エレベーターごとの実情にあわせて、受託者の申請又は委託者との協議によっ

て、点検項目については追加できるものとし、点検周期については短縮できるものとする。 



 

別添３ 

消耗品リスト 

 

1. 点検用油脂類（巻上機ギヤオイル、油圧機器作動油は除く） 

2. 主リレー用コンタクト類 

3. かご内ランプ類 

4. 小ヒューズ類 

5. ビス、ナットワッシャー類 

 



保守作業取りまとめ表

エレベーター
号　機

［作業功番内訳］

A　機械室 D　かご上
１　整理整頓、清掃 １　乗り場ドア安全スイッチ調整
２　巻上機ブレーキ分解手入れ ２　乗り場ドアロック機構調整
３　盤内ヒューズ交換 ３　主ロープ交換
４　制御盤内リレー点検、交換 ４　主ロープ切詰め
５　他機器類点検及び部品交換 ５　かごドアガイドシューローラー交換

６　移動ケーブル交換
B　かご室 ７　給油器補給
１　敷居溝清掃 ８　かご上清掃
２　かごドアスイッチ調整 ９　上部終点スイッチ清掃
３　かご内照明交換 10　他機器類点検及び部品交換
４　表示ランプ交換
５　押釦ランプ交換 E　ピット
６　戸閉め安全スイッチ調整 １　清掃
７　操作盤スイッチ交換 ２　かご非常止め装置間隙調整
８　過荷重検出装置調整 ３　下部終点スイッチ清掃
９　停電灯ランプ交換 ４　他機器類点検及び部品交換
10　停電灯バッテリー交換
11　インターホンバッテリー交換 G　検査他
12　照明カバー清掃 １　定期検査
13　かごドア廻り清掃 ２　自主検査
14　かごドアガイドシュー交換
15　他機器類点検及び部品交換

C　乗り場
１　押釦ランプ、インジケータランプ交換
２　乗り場ドアガイドシュー交換
３　他機器類点検及び部品交換

別添４

作 業 功 番　 （月／日） 特 記 事 項
　（　／　）



単位 数 量 単 価 金 額 備 考

　業務費

　　業務原価

　　直接業務費

　　　　直接人件費 式 1 直接人件費内訳書

　　　　直接物品費 式 1 直接物品費内訳書

　　直接業務費計

　　業務管理費 式 1

　　業務原価計

　　（検査費用） （別途支給）

　　一般管理費 式 1

　業務費計

　再　　計 100円未満切捨て

　消費税等相当額 % 10%

　業務委託料計

単位 数 量 単 価 金 額 備 考

　【　直接物品費内訳　】

　直接物品費 消耗品費 式 1

交換部品費 式 1

合　計

単位 数 量 単 価 金 額 備 考

　【　直接人件費内訳　】

人

人

人

人

人

人

人

人

式 1

合　計

保全技師Ⅰ（夜間）

内 訳 書

名 称 摘 要

直接物品費内訳書

名 称 摘 要

直接人件費内訳書

名 称 摘 要

保全技師Ⅰ（日中）

部品交換作業費

保全技師Ⅱ（日中）

保全技師Ⅱ（夜間）

保全技師補（日中）

保全技師補（夜間）

保全技術員（日中）

保全技術員（夜間）



 

 

 

 

 

 

 

 

東車両基地エレベーター特注業務 

単価契約仕様書 
 

  



１. 概要 

本業務は、札幌市交通局の建物に設置されている昇降機の機能保全を図るため、点検整 

備業務委託の範囲外の保守業務（緊急対応）の時間単価を取り決めるものである。業務の

実施にあたっては本仕様書による他、労働基準法、労働安全衛生法、建築基準法等の関係

法令の他、下記の規定等に準拠し行うものとする。 

· 電気事業法 

· 消防法 

· 札幌市鉄道事業安全管理規程 

· 昇降機の検査標準（ JIS A-4302 ） 

· 日本エレベーター協会標準（ JEAS ）集 

その他の関係規定、要領、通達集を遵守のこと。 

 

（1） 札幌市鉄道事業安全管理規程の遵守及び運輸安全管理の徹底 

ア 受託者は安全第一の意識を持って、札幌市鉄道事業安全管理規程で定める事項を

遵守するとともに、輸送の安全を確保するために社内体制を整備し、業務従事者に

はこれを徹底すること。 

イ 受託者は、委託者の輸送事業に係る安全管理体制に積極的に協力をするとともに、

輸送の安全を確保するため、委託者との密接な連携を図ること。 

（2） 札幌市環境マネジメントシステムの運用への協力 

ア 受託者は、作業に従事する者へ本市の「環境方針」（別紙）を周知し、本市の環境

配慮に対する取り組みについて理解させること。 

イ 受託者は、本市環境マネジメントシステムに合致する形で業務を遂行すること。 

 

２. 履行期間 

令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで 

 

３. 保守対象施設 

東車両基地エレベーター（貨物用、三菱電機製) 

 

４. 保守対象設備 

ロープ式交流貨物用（5,000kg）、詳細については機器表（別添１）を参照すること。 

 

５. 業務内容 

対象設備についての委託者が依頼した緊急対応業務。24時間体制とし、緊急呼出し後、 

概ね 30分以内に現場に到着すること。 

 



６. 業務の発注 

委託者所定の様式により、業務を発注する。 

 

７. 作業時間及び労務単価 

日中時間帯及び深夜時間帯の労務単価を取り決める。 

（1） 日中時間帯・・・・・ 5:00 ～ 22:00 

（2） 夜間時間帯・・・・・22:00 ～ 5:00 

 

８. 保守要員の資格等 

点検整備業務委託と同一とする。 

 

９. 保守用機器の管理及び補修用材料 

点検整備業務委託仕様書に従うものとする。補修用資材、交換部品については、ＰＯＧ

契約外に該当するものは原則として支給する。 

 

１０. 提出書類 

業務完了後、速やかに下記の報告書を提出すること。 

・ 事故・故障報告書 

事故・故障状況、緊急対応受信時刻、現場到着時刻、業務完了時刻、処置内容、交

換部品、事故・故障原因、今後の対応策を明記すること。また、処置、交換部品に

ついては写真報告を行うこと。 

 

押印省略等の取組み 

札幌市交通局の物品・委託業務契約における事務手続きに際し使用する文書につい

て、「札幌市交通局物品・業務委託契約における押印省略の取組みについて」のとお

り、電子メールの利用及びそれに伴う押印省略の取組みを実施する。 

 

１１. 支払い 

業務が完了し、完了検査の終了後、その都度支払いとする。 

 

１２. その他 

（1） 委託者の財産の整理 

ア 対象施設に配置している財産の使用は、委託者所定の書式により許可を得た後使 

用すること。 

イ 委託者財産の破損等の場合、直ちに報告し受託者の負担で修理復旧すること。 

（2） 写真撮影について 



不具合箇所が発見された場合には状況が把握できるような写真を提出すること。

また、部品の交換を行った場合にも作業の状態が確認できる写真を提出すること。 

（3） 安全対策 

作業内容について安全対策を怠らないようすること。 

 

１３. 異常時等の報告 

（1） 委託業務の従事中において、地下鉄駅及び関係施設内で、通常とは異なる事象（損

傷、異音、発熱、臭いなど）及び不審者、不審物に気付いた場合には、些細なこと

でも躊躇なく、委託者職員に報告すること。 

（2） 保守業務の作業中に、保守している設備等が、通常とは異なる事実に気付いた場合

には、委託者職員に積極的な報告を行うこと。 

 

１４. 業務内容等の公表について 

本業務の内容等については、委託者の判断により報道機関、関係官庁等に公表ことが

ある。また、委託者より本業務の内容等について調査等が必要になった場合は、積極的

に協力すること。 

 

１５. 疑義 

本仕様書について疑義が生じた場合には、事前に委託者と協議すること。 



単位 数 量 単 価 金 額

　業務費

　　業務原価

　　直接業務費

　　　　直接人件費 式 1

式 1

　　　　直接物品費 式 1

　　直接業務費計

　　業務管理費 式 1

　　業務原価計

　　一般管理費 式 1

　業務費計

　再　　計

　消費税等相当額 10%

　業務委託料計 （１ｈ当り）

単位 数 量 単 価 金 額

　業務費

　　業務原価

　　直接業務費

　　　　直接人件費 式 1

式 1

　　　　直接物品費 式 1

　　直接業務費計

　　業務管理費 式 1

　　業務原価計

　　一般管理費 式 1

　業務費計

　再　　計

　消費税等相当額 10%

　業務委託料計 （１ｈ当り）

東基地EV（三菱） 日中 21 h

夜間 10 h

　予定時間数

エレベータ(POG)保守特注業務内訳書

内 訳 書 （ 日 中 ）

名 称 摘 要 備考

割増基礎単価

時間外単価

割増基礎単価

時間外単価

内 訳 書 （ 夜 間 ）

名 称 摘 要 備考


